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　本日の贈呈式に至るまでには実にたくさんの
方々のご努力をいただいております。第１次審
査をしていただいた東京教育研究所の先生方、
それから審査委員会で時間をかけ、議論してい
ただいた審査委員会の先生方のご努力、それに
こうした論文応募の機会を与えてくださってい
る東京書籍という会社に感謝したいと思います。
その中でも最も重要なのは投稿された先生方の
ご努力であり、これは感謝するというより、む
しろ敬意をもって私どもは応募されました論文
を拝見いたしました。
　中央教育研究所には四つの事業の柱があり、
そのうち、この東書教育賞の審査は非常に大事
な事業です。ところが、この事業をやっていく
際に､ 私どもがいつも気にするのは、応募件数
です。この応募件数がだんだん少なくなったら
困るということです。大学でも受験者数が少な
くなると大変困りますが、この教育賞の応募も
そうです。
　しかし、関係者の皆様のおかげで応募総数は
少しずつではありますが、着実に増えており、
もう下がる気配はございません。そういう点で
は、私どももおおいに自信を持って審査にあた
らせていただいたということでございます。以
下、審査の結果を申し上げます。
　まず、小学校の部、最優秀賞を受賞されまし
たのは広島県東広島市立河内小学校の福島千恵
子先生の論文です。「子どもの主体的な問題解

決を生む理科授業の創造」というものです。こ
の論文は、第４学年の理科「物の温度と体積」、
５学年の理科「振り子」の二つの単元と、それ
に総合的な学習、学校行事等の取り組みを合わ
せてまとめたものです。導入や発問が非常によ
く工夫されており、確かな研究・実践が行われ
ていることがよくわかります。
　また、地域の組織や大学との連携が図られて
いるという点でも内容は大変充実しておりまし
た。この河内小学校は第26回の東書教育賞で、
「和文化教育で一人一人に確かな力をつける学
校文化の創造」というテーマで木原加代子先生
が優秀賞を受賞されています。そうした伝統の
中で育まれた実践の報告であろうと、福島先生
の論文を拝見いたしました。
　小学校の部の優秀賞を受賞されましたのは、
奈良県御所市立葛小学校の中尾真也先生の論文
です。テーマは「子どもの『わかった！』を引
き出す算数科の授業、初めの第一歩」というも
のです。教員２年目である先生が、子どもたち
から「今の授業の意味がわからなかったよ」と
つぶやかれたことをきっかけとして、子どもが
わかる授業というものはどういうものかを考え
られた実践です。
　小数の割り算の授業で、丁寧な教科書解釈に
基づいた教科書どおりの授業こそが子どもがわ
かる授業の第一歩だという、考えようによって
は非常に平凡な、しかし、見方によっては逆に
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非凡な着眼点に立った論文です。初めて子ども
たちから「先生、よくわかった」と言われたと
きの先生の喜びに、教育者としての本質を見る
ことができる思いがいたしました。
　もう一人優秀賞を受賞されましたのは愛知県
名古屋市立東白壁小学校の吉村恵美先生の論文
です。テーマは「違っていて　当然だよね　先
生」というものです。それは学級の中にいる、
韓国人とフィリピン人の二人の子どもの気持ち
を大事にしながら、異文化を理解し、同時に体
験させるという優れた実践論文となっています。
論文の中には学級の子どもたちの側に、意識の
変化と人間的成長が感じられるということがつ
づられており、ご承知のように、情報化社会、
異文化社会とも言われる現在ですが、吉村先生
の人権意識、教育観、世界観、それらを背景に
した指導力の高さがうかがえる論文です。
　もちろん、すべての小学校のクラスに同じよ
うに複数の異国の友達がいるという状況は考え
られません。しかし、外国人の児童・生徒が増
える傾向にあることは、今後の日本において不
可避の時代です。そうした中で、子どもたちの
中の異文化交流とは何かについて、優れた着眼
と実践の成果が論文としてまとめられていると
思いました。
　さて、中学校部門に移ります。最優秀賞を受
賞されましたのは、千葉県南房総市立丸山中学
校の鈴木康代先生の論文です。テーマは「問題
意識と探究心を高める理科地域教材の開発と学
習活動の工夫」というものです。これは中学校
の理科第１学年「大地の成り立ちと変化」とい
う単元の中で、地域の自然を教材として、博物
館と連携しながら行われた授業実践の記録です。
　地域には火山は存在しないのに、火成岩があ
るのはどうしてだろうという疑問。この疑問が
おのずから生徒たちの間に生まれるように設定
されています。地域の教材と人材を活用して授
業を展開されていて、生徒自身の問題意識や探
究心を非常に高めることができた優れた論文で
す。

　鈴木先生の学校の小松香江先生は昨年、英語
教育「自己表現活動に意欲的にとりくむ生徒の
育成」で優秀賞を受賞されています。
　中学校の部の優秀賞を受賞されましたのは、
高知県本山町立嶺北中学校の大谷俊彦先生の論
文です。テーマは「『学び』のある書写授業の
創造　～清書完結型授業からの脱却～」という
ものです。現在、書写教育に対する関心は薄ら
いでおり、めったにない書写に関する実践論文
です。
　小学校教育においても、書写の授業が十分に
なされていないのではないか、字の書き方の原
理・原則の理解、ほかの文字への応用にまで理
解が及んでいないのではないかという問題を克
服しようとした実践例です。書写教育の現状を
的確にとらえて、解決の方向を示唆している優
れた論文であると思いました。
　次の優秀賞は、愛知県清須市立西枇杷島中学
校の桑原啓先生の論文です。テーマは「思考力
を育む社会科学習の創造」と題されています。
学習指導要領では、ご承知のように、社会科で
言語活動を基盤として、思考力、判断力、表現
力等を確実に育むことが重視されています。
　この論文は、生徒たちが育った町が「水と歴
史に織りなされた町である」というキャッチフ
レーズで表されているけれども、それはいった
いどうしてだろうかという切り口から、調べた
ことを丁寧にまとめる作業が行われており、社
会参画を意識した授業構想が濃厚に表現されて
いました。生徒たちはその授業を通して、知識
の理解から思考力の大切さ、難しさを感じるこ
とができました。これは、多くの学校で取り入
れられる内容であり、また、教材の一般化、実
践の一般化ができる内容であることが高く評価
されました。
　次の優秀賞は、愛知県岡崎市立北中学校の武
井翔先生の論文です。テーマは「生き生きと英
語を学び、表現できる生徒の育成」という論文
です。本論文は中学校２年生における言語活動
の充実を目指した英語教育の優れた実践です。
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この実践は、岡崎市の観光名所を文章とスピー
キングで表現するという活動を目指したもので、
しっかりとした仮説を立て、抽出した生徒を通
して、その仮説を検証しています。全体の論文
構成もよくできています。これは教科書の単元、
表現活動を通して学ぶ語彙や文章構造を正確に
とらえて、技能を活用し習得を図るという子ど
もたちの構造的な発達を図ろうとするお考えが
強く感じられる大変優れた論文でした。
　最後に、特別賞として、杏林大学総合政策学
部の水野美鈴先生の論文が選ばれました。テー
マは「生徒に発見の喜びを持たせるカード掲示
の授業」というものです。これは指導領域を特
定して、大変意欲的、創造的に取り組まれた研
究実践論文です。非常に説得力があり、読み手
に感銘を与える内容です。実践内容は具体的で、
現場の先生方の参考になるものです。ぜひ、実
践の総合性に注目して論文を読んでいただきた
いと思います。
　水野先生はこれまでに２回、最優秀賞を受賞
されておられます。今回は特別賞という形で表
彰させていただきました。
　以上が選評でございますが、短い時間に申し
ましたので、具体的に伝わらなかった内容があ
ると思いますが、お許しください。あとで、論
文集が作成されますので、ぜひお読みいただき
たいと思います。
　最後に、私の感じたことを三つ申し上げたい
と思います。一つは大震災に関することでござ
います。東北地区からの教育賞へのご応募は第
25回が27編、第26回が26編、ところが第27回は
15編と激減いたしました。これは無理からぬこ
とだと思います。大震災の影響で実践記録をま
とめる余裕など東北地区の先生方にはなかった
と思われます。しかし、今回第28回の応募は31
編と増えており、第25回や第26回を大幅に上回
りました。未曾有の混乱から立ち上がって、防
災教育を含めた様々な生き生きとした実践をお
寄せいただきました。
　私が理事長をしております中央教育研究所で

は、大震災復興の支援活動をいたしております。
いろいろな地域から子どもたちの表情が大変明
るくなったということをうかがっております。
子どもたちのためにも、１日も早い被災地の復
興を祈りたいと思います。
　二つ目は、毎回申し上げておりますが、教師
が実践を書くということは日本の文化ではない
かということです。私は何度も申しますが、こ
れは日本独特の誇るべき教育文化の一つではな
いかと思っております。1930年代から、いや、
もっとさかのぼれば、明治時代から、つまり
1900年代のはじめあたりからたくさんの教育雑
誌が出版されましたが、そのどれにも先生方が
ごく普通に授業の記録を投稿されています。今
でいう授業案や指導案と言われるもので、授業
記録を読めるようにしたものが日本の教育雑誌
にはたくさん掲載されてきました。こうした教
育文化は今後も継承されていくべきものだと思
います。
　先生方がお寄せになった実践記録というもの
は、そうした教育文化の流れの中に位置付くも
のだと私は思っております。全世界で小学校、
中学校の授業は行われていますし、どの国でも
教師が授業実践を行っていると思います。しか
し、それを教師自らが記録するという文化を
持っている国は少ないのではないかと思います。
日本はそれがはっきりと受け継がれてきている。
ぜひこの流れを今後も受け継いでいっていただ
きたいと願っております。
　最後は、小学校英語のことでございます。新
設された小学校英語教育の実践記録が出てくる
かと思っておりましたが、応募がありませんで
した。小学校英語教育に関しましては、教育実
践の全体の中でもまだ決して多くありません。
これは無理からぬことだと思います。
　我々から見ても、いったい小学校英語という
のは何を目的としているのか、どういう指導方
法で、それは中学校英語とどこが違い、どこが
共通し、何が基礎になり、何が前提となってい
るのか、あるいはまったく違うものなのかとい
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うことがよくわからないのです。その辺がはっ
きりしていないというのが、論文の応募になか
なかつながらない要因ではないかと思っており
ます。しかし、これから先、指導実践が積み重
ねられれば、様々な試みの実践記録のご応募が
あるものと思います。そのときを楽しみにした
いと思っております。
　先生方、本日は本当におめでとうございまし

た。結婚式をなさったことのある先生方は、今
日は、あの披露宴のときに続くぐらい、皆さん
から「おめでとう」「おめでとう」とお祝いを
言われることと思います。
　本日は本当におめでとうございました。これ
で、私の話を終わらせていただきます。ありが
とうございました。

赤堀侃司先生

ＩＣＴに関わる論文の総評

　ご紹介いただきました白鷗大学の赤堀と申し
ます。受賞された先生方、おめでとうございま
す。今日、私がこの壇上でお話しするのは実は
初めてでございますが、ＩＣＴに関わる論文の
総評を私のほうから簡単にご説明させていただ
きます。
　今回、ＩＣＴに関わる論文のご応募は、23件
と非常に少ない件数です。ただ、私はこれが悲
しむべきことなのか、どうなのかと思いますと、
むしろそれくらいでいいのではないかという気
がしています。ＩＣＴというのは道具です。い
ろいろな教科の中で、黒板やチョークのように、
まるで掛け軸のように、またはワークブックの
ようにごく普通に使い始められています。特に
ＩＣＴだからということがないほうが道具の使
い方としてはいいのではないかという気がして
おります。

　ただ、残念ながら、ＩＣＴに関わる論文の受
賞は奨励賞に入賞されており、今日の贈呈式に
はご出席になれませんでした。
　ＩＣＴの総評としましては、ここで奨励賞受
賞論文の内容を少しご報告させていただきます。
　１点は、小学校部門の山口県宇部市立藤山小
学校の植木数弥先生の論文です。「面白さ楽し
さを実感できる『歴史の授業』を創る」という
テーマで、歴史授業を振り返るものです。私は
この歴史の面白さを体験させる実践記録を読ん
で非常に感動しました。こんなにすごい研究が
あるんだというのが正直な感想です。これはＩ
ＣＴというより、どちらかというと教材のすご
さを感じました。小学校ではこんなに工夫され
るのかと非常にびっくりしました。
　なぜかと申しますと話が少しそれますが、私
は今、白鷗大学という大学の教育学部におりま
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す。教育学部は、私どものところは小学校教員
養成学部なのですが、恥ずかしながら、私は小
学校の教員の経験がないのでよくわからないの
です。ですので、学生を小学校の教員として送
り出すために、いろいろな実践をやらせており
ます。近隣の小学校と連携して、「スクールサ
ポート」といって授業の合間に学校へ行き、そ
して、先生のお手伝いをさせる。そして、そこ
で学生に実践を勉強させてもらうということを
私どもでは行っております。実はこれが大変好
評で、実践によって学生はいろいろなアイデア
を持ってきます。例えば、私のゼミでは、学生
が卒論を書く際に、今、４年生ですと11～12名
いるのですが、小学校の現場に行って、「叱るっ
て難しいな」と感じたと言うんです。「どうやっ
て正しく叱ったらいいかわからない」というわ
けです。私は、「あっ、それは面白い、それを
研究しなさい」というように学生には実践と研
究をさせております。
　研究テーマというものは、ほとんどが実践か
ら得られるんですね。教育実習やスクールサ
ポートへ行ってみたら、「いかに自分の板書が
下手かがよくわかった。どうやって板書したら
いいんだ」と問題意識を持ったとき、「あっ、
それを研究しなさい」というように研究テーマ
が生まれる。実践というものには文献にはない
宝がたくさんあると思います。その宝を自分の
研究テーマにすることは、素晴らしいことでは
ないかと思います。
　本日ここにおいでの先生方もそのようなこと
をご研究されているのだろうと思います。日々
の実践の中で「これは？」と気づいたこと、そ
の「気づく」ということは大変素晴らしいこと
なのです。先ほど、寺﨑先生がおっしゃいまし
たが、実践を記録するということ、気づいたこ
とを記録するということ、そして、それを伝え
ていくということ。それは私どもの役割であり、
責任だと思います。
　話は余談になりましたけれども、植木先生の
実践の素晴らしさというのは、まさにこの気づ

くということに着眼点を置いているということ
です。「社会科は面白いか」「歴史は面白いか」
といっても、「ちっとも面白くない」、「覚える
ことが多くて、難しい語句がいっぱいある」と
いう子どもたちの声の裏側にある知的好奇心の
喚起ということに気づかれたものだと思います。
　私自身も小学生や中学生だったころは社会科
が苦手で、何が苦手だったかというと、覚える
ということですね。ですから、どうしたら面白
くすることができるかを考えたものです。まさ
に、これが原点だろうと思いました。
　また、植木先生がＩＣＴをどこに使ったかと
申しますと、「イメージ化」です。先生は、例
えば、平安時代の美人を紹介するよと言って、
源氏物語絵巻から平安美人をプロジェクターで
映しました。それで、現代の美人と対比させる
と明らかに違いがよくわかる。平安時代の美人
というのは顔が大きくて、鼻が低くて、目が細
くて、色が白く、髪が長いわけですが、そこか
ら子どもたちにいろいろ議論させることで、
様々な課題が生まれているわけです。平安時代
は寝殿造りで昼間でも暗いから、そのときに、
目立つように、色が白くて顔が大きくてという
のが美人の条件になったのではないかと考察さ
れています。こうした取り組み方であれば、た
ぶん子どもたちは想像力をはたらかせて議論す
るだろうと思います。
　私はやはりイメージ化が大切だと思います。
教科書に載っているような小さな写真などでは
平安時代の美人はよくわからないですね。プロ
ジェクターで大きく映す、そして、現代ではＡ
ＫＢ48の誰でもいいですけども、現代の美人と
いわれる人を映して比べればよくわかりますね。
「わかる」ということが素晴らしいことなわけ
です。
　平安時代の美人の顔はイメージがわかない。
だったら映像で見せればいいじゃないか、とい
うことです。それから、これも面白いと思った
のですが、俳句でも「荒海や佐渡によこたふ天
の河」という句で、なぜ松尾芭蕉がすごいかと
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写真を見せたわけです。「荒海や」ですから日
本海の荒海を見せて、そして、「天の川」だから、
天の川と上と下で重ねてみたら、こんな光景な
のかと初めてイメージできるということです。
　ＩＣＴを使うというのは、そんな高尚なこと
ではなくて、人間の脳のどこかに、考える部分
とイメージ処理する部分と、両方で五感を働か
せたら理解しやすくなるというところに、ＩＣ
Ｔをうまく使っておられると感心しました。そ
んなに難しいことではないと思います。
　２点目は中学校部門の奨励賞ですが、滋賀県
守山市立守山北中学校の中西一雄先生の論文で
す。これは「互いに学び、高め合う理科授業の
実践　～ＩＣＴ活用を通して～」というテーマ
です。この授業で使われている道具はタブレッ
トＰＣです。ご存じの方も多いと思いますが、
タブレットＰＣというのは、簡単にいうとペン
で書けるということなのです。今、普通のＰＣ
はキーボードとマウスですが、タブレットとい
うのは「盤」ですから、そこに自分でチェック
ができます。これが本質的ですね。
　なぜ本質的か。これは「アノテーション」と
いいます。つまり、自分の書いたところにちょっ
と線を引きたいとか、ちょっとメモをしたいと
か、コメントを付けることを指しますが、これ
は非常に重要なことなのです。私が以前にメ
ディア研究を行ったときに、面白い研究があり
ました。
　アノテーションの研究というものがありまし
て、カリフォルニアのパロアルト研究所で出し
た論文ですが、冒頭のイントロダクションに非
常に面白いことが書いてあります。そこには、
「人は楽しみのために読む小説にアンダーライ
ンは引かない」と書いてあるんです。面白いで
すね。そのとおりです。小説というものは、私
も電車の中で楽しいから夢中になって読んでし
まうのですが、面白いからといって下線は引き
ませんよ、メモは書きませんよ、学習ではない
からです。エンターテインメントだからです。
それでいいんですね。しかし、学習は違います。

読んで、疑問がわくとか、大切と思うところに
はメモをしたくなるはずです。私たちも学会な
どですごいなと思ったら線を引きますし、面白
い研究だとメモしたりして、いろいろなことを
やっていますが、それなんですね。
　私はインターフェースの研究をやっていて面
白いと思うことは、人間の脳とそのメディアと
の間に距離があればあるほど忘れがちになると
いうことです。今までのキーボードにはやはり
距離があるんです。しかし、本当に重要だと思っ
たら、すぐにそこを指をささなければいけない
のです。指をさすから記憶に残すことができて
今、電子情報ボードといわれるものが注目され
ているわけです。
　電子黒板というのは、黒板です。黒板ですが、
指し示すことができる黒板なんです。指し示す
ことで、それが変化する。つまり、インタラク
ティブな黒板が「電子黒板」と呼ばれているも
のなのです。それは、自己対話です。私たちは
教材を使って自分と対話してきているわけで、
教材と私たちを結ぶインターフェースがペンと
いうことなのです。だから、紙というのはすご
い道具です。
　私どもは、紙とタブレットとＰＣの比較研究
をずっとやってきていますが、紙にはなかなか
勝てないですね。ですから、決して子どもから
ペンや鉛筆を取り上げてはいけないと、これま
で私は教育に関わってきて強く実感しています。
　ＩＣＴの活用とは、例えば、映像が出たりす
る新しいメディアと、紙というメディアと、黒
板というメディアとをどのようにうまく組み合
わせて有効に使っていくかということです。そ
れを見事に中西先生は実践されています。
　奨励賞を受賞されました、この二人の先生方
は、特にＩＣＴを意識しているわけではないの
です。まるで透明なガラスのような形に入り込
んでいて普通の教科の学習とまったく同じよう
に、どうやったら効果的な学習ができるかとい
うことで工夫されました。そこに、私たちは価
値を認めたわけです。
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　実践を記録するということは、自分の失敗も
含めて、リフレクションすることによって、自
分自身をよりよく改善できるのです。こんな失
敗をしたくないから今度はもっとこういうふう
にしてみようなどと記録を残すことで、全部鮮
明に頭に入ってくるんですね。そうしたことを
継続していくことが、私ども教育に携わる者の
義務ではないかと思っています。ここにいらっ
しゃる皆さんはその頂点に立っておられる先生
方だと思います。ぜひこれからも続けていただ
ければ幸いだと思っております。
　最後に、中央教育研究所の水沼所長をはじめ、
審査にあたられた先生方にお礼を申し上げて、
ご挨拶に代えさせていただきます。

　受賞の先生方、おめでとうございます。どの
論文も立派な論文でいうことないのですが、た
だ一つだけ論文を拝見して感じたことがありま
すので、そのことについてお話ししたいと思い
ます。
　私自身はこの教育賞の論文については、これ
を読んで「真似ができる」、その真似をするこ
とによって、「よりよい教育ができる」という
ことを大切に思っています。要するに、再現性
というか、一般性ということを大事にしたいと
思って論文を審査してきましたが、今回、少し
違った論文がありました。それは小学校の優秀

賞を受賞された愛知県の吉村先生の「違ってい
て　当然だよね　先生」という論文です。
　この論文は、韓国人の母親を持つ児童とフィ
リピン人の児童がいる学級の中での実践ですが、
考えてみれば、外国人が教室の中にいるという
のはある意味では特殊で、この実践を真似しろ
といってもできないことです。そういう意味で
いえば、これは特殊だから除いておこうと思う
のですが、この論文を読みだしたら、最後まで
一気に読まされました。
　多くの論文は、文科省がこういっています、
社会情勢はこうなっています、子どもはこんな
子どもにしたいです、ああしたいですという理
論があった上で実践があるという形ですが、こ
の論文は、子どもの実践の姿から入っています。
論文の書き方も違うし、特殊だからだめかと思
うと、思わず引き込まれて読まされました。そ
して何がわかったかといったら、ハウツーがわ
かったのではなく、心がけです。外国の子ども
や外国の人に対する心構え、精神というか、そ
ういうものが伝わってくる論文だったのです。
　だから、ハウツーとしてこうやったらいいと
いう方法ではなく、こういう心構えで子どもに
接したら、子どもからこんな反応が返ってきた、
これにまた対応すると、こんな言葉が返ってき
た、それをまた、子どもに返したら、また子ど
もからいい考えが出てきたというように、要す
るにハウツーではないけれど、外国の子どもや
外国人に対して、こういう姿勢でいるといいん
だねということが、論文を読んでいて伝わって
くるものがあったという意味で、私は今までと
は違う論文だという意味でいいなと思いました。
　たいていの論文は、私はこういう子どもを育
てたいというのが書いてあって、それぞれの実
践があるわけですが、この論文は、論文の書き
方として一つの特殊なお手本みたいなものが示
されているという意味で、とても印象的でした。
　ここにいらっしゃる先生方の論文が悪いとい
うわけではないです。とてもいいのですが、こ
の論文は、心構えが伝わってくる、感動が伝わっ

審査委員の

講評・所感

杉山吉茂先生
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てくる、気持ちが伝わってくる、うれしさが伝
わってくる、そういう書き方もやってみていた
だくことができたらと思いました。
　ある意味では、先程の赤堀先生の小説のお話
にありましたように、小説的に読んで、小説を
読んだから何もならないことはなくて、小説を
読んだおかげで自分の気持ちが洗われたり、生
きる力になるところがあるわけですから、そう
したところを真似するようなところが少しずつ
出てほしいと思います。
　これからも、ぜひ頑張っていただきたいと思
います。本日はおめでとうございました。

　受賞された先生方、おめでとうございます。
私はこれまで、教育調査のようなことばかり
やってきまして教育実践に疎いものですが、こ
のたびたくさんの論文を読ませていただき、大
変勉強になりました。
　今回選ばれた論文を見ますと、次のような五
つの共通点があると感じました。第１に、時代
に合った内容やテーマ、また、時代の要請に合っ
たものが選ばれていると思いました。第２に、
先生方の日ごろの地道な教育実践が透けて見え
るような研究が選ばれていると思いました。第
３に、子どもたちの興味・関心に基づくもの、
ないしはそういうものを引き出すような研究が
選ばれていると感じました。第４に、ただ、子

どもたちの興味だけではなく、普遍的な知識や
現代の問題に結びつくような要素を含んだ研究
が選ばれたと思いました。それから、第５に、
先生方のなさった実践がデータや事例に基づい
てきちんと検証されている論文だということで
す。今回選ばれた論文は皆この五つの要素を兼
ね備えた優れたものであると感じています。
　教育調査などをやっている立場から一つだけ
申し上げますと、教育研究には、熱い思いと同
時に、科学性、実証性が大事だということも強
調しておきたいと思います。自分の教育実践が
有効であることを検証するときに、その実践に
合うようなケースや結果だけを引き出して、あ
たかもこれがすべてに当てはまるような書き方
をしがちです。また、子ども全体のアンケート
や満足度、学力というものを出して検証してい
るものもありますが、ほかとの比較があまりな
く、本当にそれが満足度が高いのか、学力が高
いのか、また、その学力が高いのはその実践の
影響なのか、もっとほかに要因があったのでは
ないかと思わせるようなものもありました。教
育研究という分野は科学性を高めることが難し
いのですが、科学性、実証性ということも大事
だということを付け加えておきたいと思います。
　今回の先生方の実践はとても優れたものであ
り、これらが全国の模範となって、日本の教育
水準が上がるものと考えております。
　本日は本当におめでとうございました。

審査委員の講評・所感

武内　清先生
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　東書教育賞を受賞された先生方、おめでとう
ございます。教育に関するすべての関連法規が
整備され、小学校に引き続いて、昨年度より中
学校の新学習指導要領が全面実施されました。
　今年度受賞された先生方は、この趣旨を十分
に踏まえて、各学校で授業改善に努め実践研究
論文としてまとめられました。先生方の実践研
究に共通することは、一つには、指導方法を工
夫して「基礎的・基本的な知識や技能を確実に
習得」させていること、二つ目には、問題解決
をするために必要な「思考力・判断力・表現力」
等の育成を体験活動や言語活動などを重視して
取り組んでいることです。私からは、中学校の
部について感想を述べさせていただきます。
　最優秀賞を受賞された千葉県南房総市立丸山
中学校の鈴木康代先生、おめでとうございます。
先生は、「問題意識と探究心を高める理科地域
教材の開発と学習活動の工夫」というテーマで
博物館と連携しながら「地域教材の開発」に取
り組まれました。生徒の問題意識と探究心を高
めるために地域に身近にある岩石や地層などに
ついて、実際に現地で野外観察を実施して多く
の成果を上げました。生徒は、今まで知らなかっ
た地域の大地の成り立ちについて新たな発見を
するとともに、地域をさらに深く理解するよう
になりました。先生の教育実践は、「理数教育
の充実」が叫ばれている今日、理科教育の発展
に一石を投じた素晴らしい研究成果であります。

　次に、優秀賞を受賞された高知県本山町立嶺
北中学校の大谷俊彦先生は、前回の奨励賞に続
いての受賞です。おめでとうございます。テー
マを「学びのある書写授業の創造」と設定し、
書写教育の現状を踏まえて、従来の「清書完結
型授業」から脱却し、思考力・判断力・表現力、
さらには問題解決力や応用力の育成を重視した
授業の転換を図り、多くの成果を上げられまし
た。文字の書き方の原理・原則を理解させ、ほ
かの文字への応用にまで発展させた「学び」の
ある書写授業へ定着させた取り組みは、今後の
書写教育の進むべき方向性を示唆していただき
ました。
　同じく優秀賞を受賞された愛知県清須市立西
枇杷島中学校の桑原啓先生、おめでとうござい
ます。先生は、「思考力を育む社会科学習の創造」
というテーマで、考える力の育成を重視して実
践研究を進められました。社会参画の視点を取
り入れた地域学習を実践し、「調べて分かった
事実」「根拠」「結論」を視覚的にとらえさせて
思考力の育成を図り、生徒が自分なりの考えを
持つことができるようになったことは、論理的
思考力はもちろんのこと判断力や表現力の育成
にもつながる大きな成果であります。
　同じく愛知県岡崎市立北中学校の武井翔先生、
前々回に引き続いての優秀賞の受賞おめでとう
ございます。今回は、言語活動を重視して「生
き生きと英語を学び、表現できる生徒の育成」
というテーマで取り組まれました。「岡崎市の
観光名所」に関する自主教材を開発し、英語で
自分の考えを表現する授業を実践するとともに、
「指導と評価の一体化」まで研究を深めたこと
は大きな成果であります。「言語活動の充実」は、
すべての教科等で実施しなければなりません。
このことを考えますと先生の実践研究は、英語
科における先駆的な研究といえます。今後さら
に継続研究されることを期待しています。
　特別賞を受賞された杏林大学総合政策学部の
水野美鈴先生、おめでとうございます。先生は、
過去２回もの最優秀賞を受賞され、研究実績の

審査委員の講評・所感

壷内　明先生
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ある先生です。今回は、国語科を通して「生徒
に発見の喜びを持たせるカード掲示の授業」と
いうテーマで取り組み成果を上げられました。
長年の教職経験から生徒に発見の喜びを実感さ
せる授業や興味・関心を持続させる授業は、カー
ド掲示方式が効果的であるという学習指導法の
確立を図りました。ますますのご活躍を期待し
ています。
　結びに、受賞された先生方の今後のご健勝と
ご発展を祈念して感想とさせていただきます。
　本日は、誠におめでとうございました。

　受賞なされました先生方、本当におめでとう
ございます。私も自分の専門ではない各教科の
論文を読ませていただき、非常に学ぶところが
大きかったと感謝しております。その中で、特
に私の専門である英語の観点からお話をしたい
と思います。
　中学校優秀賞受賞の武井先生の論文について
は、すでに講評が出ていますので、簡単に申し
上げますと、中学生にとって身近でありながら、
しかし、中身のある、そして目的を持って、意
味のある活動に結びつけながら英語を発信させ
ようと様々な工夫を凝らしてらっしゃるご努力
にまず感銘を受けました。
　なぜかと申しますと、英語の場合は特に単語
であるとか文法構造であるとか、ある程度教え

込んで理解させて、しかも暗記もさせなければ
いけない。単語やフレーズであるとか、そうい
うものを暗記しないことには、いくら話しなさ
いと言っても出てこないわけです。ある意味で
インプットをしなければいけないのですが、そ
こが、特に中学生には受け入れられないという
実情を、実は私は昨年末、目の当たりにいたし
ました。
　中央教育研究所が東日本大震災の復興支援の
一環として東北に講師派遣を行っています。私
も昨年秋、会津若松市に参りまして、二つの中
学校を訪問させていただきました。
　実は私は考えてみましたら、中学生にじかに
話しかけるという経験がほとんどなかったもの
ですから、中学生が今何を考えているかを知り
たいと思いまして、事前に全校生徒に対して、
２校とも英語についての質問やコメントをアン
ケート調査していただき、それを読んでから出
かけて行きました。衝撃を受けました。
　いちばん多くのコメント、疑問というのは、
「僕たち、私たちは何のために英語をやるんで
すか、わけわかりません」、「なんでこんな難し
い外国語をやらなければいけないんですか」、
「日本にいたら、別に必要ないでしょう」、「行
きたい人はしゃべれたほうがいいから勉強すれ
ばいいけれども、英語が嫌いだったら行かな
きゃいいんじゃないですか」、「はっきり言って
英語は嫌いです」という、その言い方に、「本
当にもう嫌だ、なんでこんなことやるの」とい
う叫びのようなものが感じ取られました。
　次に多かったのが、「単語が覚えられません」、
「センテンスを覚えろと先生は言うけれど、覚
えられません、どうしたら暗記できますか、ど
うしたら覚えられるんですか、覚えられません」
という質問でした。
　いかに子どもたちが、何のためにこんなこと
をやらなければいけないのかと思いながら、暗
記せざるを得ない立場にあって、まったく楽し
むことなく、嫌々やっているかということを目
の当たりにしました。これではいくら頑張って

審査委員の講評・所感

鳥飼玖美子先生
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いい教科書を作り、先生たちが現場で努力して
も、英語を使って世界に出ていこうという人材
は育たないと思いました。
　私は会津若松の子どもたちには、「福島県と
いうのは、今は『Fukushima』とアルファベッ
トに書けば、世界中で通用するぐらい原発で有
名になってしまっている。あなたたちが今にせ
よ、あるいは少し大きくなって、外国に行った
ときに、「あなたはどこから来ました？」「日本
からです」「日本のどこからですか？」「福島で
す」と言ったときに、「あのとき、どうでした
か？」「今、原発はどうなっていますか？」と
必ずきかれます」と話しました。
　そして、そのときに、やはりどの国の人とも
話せるという意味では、共通語としての英語が
いちばんコミュニケーションには使える言語で
あるし、そのときに英語を使って、あの時はど
うだったか、福島に暮らしている人間として正
直に、率直に語ってほしいのです。しかし、�
せっかく中学校で習った英語を忘れてしまって、
話したい、言いたいのだけれども、「I�don’t�
know」なんかで済ませてほしくないわけです。
中学校３年間の英語をしっかりやれば、しゃれ
たことは言えないかもしれないけれども、自分
の気持ちを伝えることはできる、英語は世界に
つながる窓なんだということを私なりの言葉で
伝えたつもりです。
　そのあと、感想文を送ってくださった中学校
がありました。それを読むと、「少し英語をやっ
てみようかという気になりました」というコメ
ントがいくつかあり、「あぁ、よかった」とい
う思いがわいてきました。やはり中学生といえ
ども、何のためにやるのかということがわから
なければ、勉強しようという気にもならないし、
訳のわからない単語を覚えようという気にもな
りません。覚えさせるのではなく、何のために
今、こんな普段必要のないような言葉を学ばな
ければいけないのか。いや、学ばなくてもいい
のだけれども、学んだほうが世界が広がるよ、
楽しいよ、ということを教える側がメッセージ

として、お説教ではなく、きちんと伝わるよう
な教え方をしていただきたいとお願いしたいの
です。
　「受験があるのだから覚えなさい」というの
は、とても楽です。しかし、それでは子どもた
ちは動かない。そうではなくて、英語の魅力、
英語がなぜ日本にとって今必要なのか。いや、
日本にとってではなく、一人ひとりの生徒たち
が英語を学ぶことで、どれだけ人生が豊かにな
るかという、その可能性をことあるごとに伝え
ていただきたいのです。そして、夢を持って英
語を学ぼうという気に生徒たちが自分で思うよ
うになれば、単語だの、センテンスだの、文法
だの、そんなものは自分から進んで勉強するよ
うになると私は思います。
　ほかの教科の先生方も、この子どもたちが
育っていったときに、英語という外国語が自分
の一つの財産になるという思いで子どもたちに
接していただければというお願いを込めてお祝
いとさせていただきます。
　これからもぜひ頑張っていただきたいと思い
ます。

　このたび東書教育賞を受賞されました先生方
に心よりお祝い申し上げます。
　私は小学校部門を中心に感想を述べさせてい
ただきます。

審査委員の講評・所感

三上裕三先生
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　今年度、小学校の応募総数は前年度より20点
ほど増えています。教科・領域別では、算数が
最も多く、以下国語、社会、総合、特別支援、
理科の順となっております。特別支援が急に増
えたのが特徴的なことであり、課題を多く抱え
ている現場の状況を伺い知ることができます。
今年度、いじめの問題が大きな社会問題ともな
り、その対応が求められていますが、生活指導
の分野に関する応募が極めて少ない状況にあり
ます。子どもの心の成長と社会性を育てる視点
での実践研究が期待されます。
　さて、小学校部門で最優秀賞を受賞されまし
た広島県東広島市立河内小学校の福島千恵子先
生、誠におめでとうございます。「子どもの主
体的な問題解決を生む理科授業の創造」と題す
るテーマで、２年間にわたる理科の実践研究を
まとめられました。子どもが指示されたとおり
に問題解決の過程をなぞるだけの授業で終わる
のでなく、問題解決に向けて子ども一人ひとり
が問題意識を持ち、能動的に頭を働かせる授業
をするために、様々な工夫が研究の視点として
提示されています。先生の実践は、理科の授業
だけにとどまることなく、総合的な学習や学校
行事との関連を図りながら、真に生きて働く理
科授業の実践を目指したものであります。
　なお、河内小学校は、山間地にある少人数、
小規模校ですが、地域に根付く文化の伝承や地
域の人々との交流等を通して独自の学校文化を
形成し、大事に継承している学校です。今後の
研究実践の成果に期待しております。
　次に優秀賞を受賞されました奈良県御所市立
葛小学校の中尾真也先生は、教職に就いて２年
目の若い先生です。「子どもの『わかった！』
を引き出す算数科の授業、初めの第一歩」とい
う論文らしくないテーマです。しかし、この長
いテーマに先生の様々な思いや授業に対する熱
意が込められています。先生は、小数のかけ算
を指導した授業の後で、「今日の授業は意味が
わからなかった」という子どものつぶやきがこ
れまでの指導を振り返らせる大きな転機となり

ました。そこで取り組んだのが徹底的に教科書
を研究し、自分が納得した上で授業に臨もうと
したことです。教科書と指導書を数社取り寄せ、
比較考察しながら教科書の解釈を深めていくう
ちに、教材研究の意義が徐々にわかってきまし
た。先生の研究は、初任者がだれでも一度は当
たる壁を乗り越えるために、まずは徹底して教
科書を研究してみることの重要さを改めて知ら
せてくれた実践であると思います。
　続いて優秀賞を受賞された愛知県名古屋市立
東白壁小学校の吉村恵美先生は、「違っていて�
当然だよね　先生」というテーマで総合的な学
習での実践をまとめられました。今や日本全国
の学校どこでも、外国籍の子どもたちが日本の
子どもと席を並べて学習する教室が見られるよ
うになりました。吉村先生のクラスにも、韓国、
フィリピンから来た子どもがいます。この二人
の母国の生活習慣や文化を学ぶ体験的な授業を
取り入れた実践を報告されたものです。実践を
通して、子どもたちが肌の色、習慣の違い、聞
きなれない名前など、それぞれの違いを違いと
して自然に受け入れられるようになり、子ども
の意識の変化が感じられる素晴らしい実践です。
　「百の議論よりもまず実践」といわれるよう
に、学校現場で日々行われている優れた教育実
践に光を当てる東書教育賞に、来年度も多くの
応募がありますことを期待して感想といたしま
す。


